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けがや病気の手当てに必要なものがしまってあり
ます。外に出すことでほこりをかぶったりしてよご
れてしまわないように、たなのなかなどで保

ほ

管
かん

され
ています。

保
ほ

健
け ん

室
し つ

に行ってみよう！❷
保健室に置かれたたなには、たくさんのものがしまってあります。
ふだん見えないところには、何が入っているのかを見てみましょう。

たなにしまわれているものの例

どんなものがある？

⃝塩
⃝体温計
⃝ばんそうこう
⃝ガーゼ

⃝冷
れい

却
きゃく

シート
⃝しっぷ

⃝消
しょう

毒
どく

液
えき

⃝三
さん

角
かく

巾
きん

⃝綿
めん

棒
ぼう

⃝包帯

塩は、

熱
ねっ

中
ちゅう

症
しょう

（→ P72）の

予
よ

防
ぼう

や手当てに

必要なものだね！
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保ほ

健け
ん

委
員
っ
て
何
を
す
る
の
？

1

こんなものもある

本だなにあるもの

学校のみんなから預
あず

かっている薬
医
い

師
し

から処
しょ

方
ほう

された
強いアレルギー反

はん

応
のう

（→ P74）を和
やわ

らげる薬などを、
保健室で預かることがある。

健康診
しん

断
だん

などで
利用するもの
身長計や体重計が
置かれていたり、
視
し

力
りょく

検
けん

査
さ

で使う、しゃ眼
がん

器
き

などが
保管されたりしている。

着がえ
服がよごれてしまった
ときのために、体

たい

操
そう

服
ふく

などが
用意されていることがある。

A
エー

E
イー

D
ディー

（自
じ

動
どう

体
たい

外
がい

式
しき

除
じょ

細
さい

動
どう

器
き

）
正
せい

常
じょう

に動かなくなった心
しん

臓
ぞう

を診断して、必要な場
合に電気ショックをあたえて正常な動きにもどす
機械。音声で使用方法を案内するので、初めて
使う人でも正しくあつかえるようになっている。

病気や自分のからだ

などについて

知りたいときも、

保健室を

利用できるんだね

からだや成長、病気などについて
書かれた本が置いてある。
それぞれの学校の保健室の
ルールを守って、
本を読むことができる。
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細
さい

菌
きん

やウイルスなどの「病気のもと」が体内に入
り増

ふ

えることで、さまざまな症
しょう

状
じょう

が出ます。たとえ
症状が出ていなくても周りに病気をうつしてしまう
ことがあります。

みんなで防
ふ せ

ごう！ うつる病気
うつる病気は多くの場合、人から人にうつるので、ひとりひとりが気をつけて

防ぐことが大切です。そのためにも、まずはうつる病気についてよく理
り

解
かい

しておきましょう。

うつる病気ってどんな病気？ 細菌やウイルスには、

いろいろな種類があって、

あらわれる症状も

ちがうんだね

学校で多いうつる病気の例

かぜのウイルスによって起
こる。鼻水、のどの痛

いた

み、
発熱などの症状が出る。

かぜ

水
すい

痘
とう

帯
たい

状
じょう

疱
ほう

疹
しん

ウイルスによっ
て起こる。赤いプツプツ（ほっ
しん）が、からだじゅうにで
きて、水ぶくれになり、かゆ
くなる。

水
すい

痘
とう

（水ぼうそう）
インフルエンザウイルスに
よって起こる。高熱が出た
り、「筋

きん

肉
にく

や関節の痛み」、
「食

しょく

欲
よく

がなくなる」など、症
状が重くなりやすい。

インフルエンザ

溶
よう

血
けつ

性
せい

連
れん

鎖
さ

球
きゅう

菌
きん

という細菌
によって起こる。のどがは
れて高熱が出る。舌

した

にイチ
ゴのようなブツブツがあら
われることもある。

溶
よう

連
れん

菌
きん

感
かん

染
せん

症
しょう

ムンプスウイルスによって起
こる。耳の下やほお、あごの
下がはれる。一度かかると、
そのあとはかからない。

流
りゅう

行
こう

性
せい

耳
じ

下
か

腺
せん

炎
えん

（おたふくかぜ）

アデノウイルスが原因で起
こる。目が充

じゅう

血
けつ

し、のどの痛
みや高熱が出る「プール熱」、
目やにや充血など目に症状が
出る「流

りゅう

行
こう

性
せい

角
かく

結
けつ

まく炎
えん

」な
どの種類がある。

アデノウイルス感
かん

染
せん

症
しょう

さまざまな細菌やウイルス
が原

げん

因
いん

で起こる胃
い

腸
ちょう

炎
えん

をま
とめて、感染性胃腸炎とい
う。吐

は

いたり、げりをしたり
する。

感
かん

染
せん

性
せい

胃
い

腸
ちょう

炎
えん

新型のコロナウイルスによって起こる。コロナ
ウイルスはかぜを引き起こすウイルスの仲間
で、感染力がとくに強く、症状がひどくなって
肺
はい

炎
えん

を起こしやすい。

新型コロナウイルス感
かん

染
せん

症
しょう
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細菌やウイルスが人から人へうつる（感
かん

染
せん

する）
道すじは、おもに4つあります。 第

　
　
　章

知
っ
て
お
こ
う
！

　病
気
や
け
が
の
予よ

防ぼ
う

と
手
当
て

医者から処方された
強いアレルギー反応を和らげる薬などを、
保健室で預かることがある。
医者から処方された
強いアレルギー反応を和らげる薬などを、
保健室で預かることがある。

2

病気がうつる４つの道すじ病気はどうやってうつるの？

くしゃみの飛沫は

２～３メートルも

飛ぶと言われて

いるんだって

医者から処方された
強いアレルギー反応を和らげる薬などを、
保健室で預かることがある。

うつるリスクが高い場面を見つけよう

具体的に、どんなことがうつる原因になりやすいのでしょうか。見つけて、予
よ

防
ぼう

する方法を考えていきましょう。

細菌やウイルスが
ついているものや病気に
かかっている人に直

ちょく

接
せつ

触
さわ

り、
その手で自分の目や口を
触ることで、うつる。

接
せっ

触
しょく

してうつる

細菌やウイルスがついて
いるものを食べたり
飲んだりなめたりして、
口から細菌や
ウイルスが入りうつる。

口からうつる

空気からうつる

病気にかかっている人が、
せきやくしゃみ、
会話などをして飛ばした
つばのしぶき（飛沫）に
ふくまれた細菌やウイルスを
吸
す

いこんでうつる。

予防する方法はP48〜55で
確
かく

認
にん

しましょう。

空気中にただよっている
細菌やウイルスを
吸いこんでうつる。

空気からうつる

飛
ひ

沫
まつ

でうつる
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すり傷は、ころんだりからだに何かが当たるな
どして、ひふがすりむけてしまうけがです。

包丁やカッター、紙で指などを切ってしまうけがです。とくに刃
は

物
もの

でけがをすると深い傷になりやす
いので、あつかいにはじゅうぶんに注意をしましょう。

けがの種類と手当て
学校でけがをしたら、まず先生に知らせ、保

ほ

健
けん

室
しつ

に行き、症
しょう

状
じょう

にあった手当てをしてもらいます。
もしものときにあわてないよう、学校で起こりやすいけがについて整理しておきましょう。

すり傷
き ず

切り傷

保健室に行ったら、

どこでどのようにけがを

したのか先生に伝えて、

けがをした人がけがの記録を

書く手伝いをしよう

どんなけがでも、

痛
いた

みが強かったり、

血が止まらなかったり、

顔色が悪いときは、

病院でくわしく

みてもらおう

手当てのしかた

どろやよごれを水道水で
ていねいに流す。
石などが取れないときは
病院に。

流水で洗
あら

う1

手当てのしかた

傷口を
きれいにする。

流水で洗う1

傷口が
くっつくようにはる。

ばんそうこうなどをはる3

清
せい

潔
けつ

なハンカチなどで
しっかりおさえる。
傷口を心

しん

臓
ぞう

より高くすると
血が止まりやすい。

血を止める2

血が出て、深い傷に
なったときは、傷を
おおうようにはり、
なるべく乾

かわ

かさない
ようにする。

ばんそうこうなどをはる2
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友だちとぶつかったり、ボールにぶつかったり、何かに強くぶつかって起こるのがだぼく、足首など関節部
分をひねったときに起こるのがねんざです。早めに手当てをすると症状を軽くすることができます。
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知
っ
て
お
こ
う
！

　病
気
や
け
が
の
予よ

防ぼ
う

と
手
当
て

2

だぼく・ねんざ

手当てのしかた

熱いものに触
さわ

ったり、湯気にふれたりするとや
けどになり、ひふがはれてひりひりしたり、水ぶ
くれになったりします。

やけど
鼻血は、鼻のなかにある細い血管が切れること
で出ます。鼻をぶつけたり、暑くてのぼせたりし
たときなどに血管が切れやすくなります。

鼻血

手当てのしかた

すぐに流水を当てて、
痛みがなくなるまで
冷やし続ける。
広い範

はん

囲
い

をやけどしたときは、
服の上から冷やす。

顔のやけどは
ぬらしたタオルや、
氷水をつつんだ
タオルを当てる。

のどに血が流れて
気持ちが悪くなる。

けがの部分を
心
しん

臓
ぞう

より高くすると
痛みがやわらぐ。

頭を打ったときは、
しばらくしてから
吐
は

き気や頭
ず

痛
つう

の症状が
出るときもあるので
数日間はようすに注意する。

胸
むね

やおなかを
強く打った場合には、
服をゆるめて楽な姿

し

勢
せい

にして
あまり動かさないようにする。
吐き気があるときは顔を
横に向け、吐いた物でのどが
つまらないようにする。

上を向く

ビニル袋
ぶくろ

に
氷水を入れ、
タオルでくるんで
当てる。

冷やす1
しんしゅく包帯などを巻

ま

いて
動かないように。

固定する2

手当てのしかた

座
すわ

って
鼻をつまんで
おさえる。

親指と人差し指で、
強めに10分くらい
つまむ。

顔はやや
下向きにする。
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健康クイズ大会を開こう
学校のみんなに、ゲームのように楽しんで健康に役立つ知

ち

識
しき

を深めてもらいたい。
そんなときは、クイズ大会を企

き

画
かく

してみましょう。

掲示物を使うと、答えがすぐに確
かく

認
にん

できるため、
知識が身につきやすくなります。答えだけでなく、
解
かい

説
せつ

と関連した知識も入れると、さらに知識を深め
ることができます。

○×クイズ掲
け い

示
じ

をやってみよう

めくると答えが

書いてあるんだね！
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伝
え
よ
う
！

　み
ん
な
が
元
気
に
過す

ご
せ
る
情じ

ょ
う

報ほ
う

3

クイズを解
と

いて、パズルに当てはめていく
ゲームです。当てはめたことばが正しければ、
A、B、C、Dをつなげると、あることばに
なります。答えを応

おう

募
ぼ

してもらい、正解者に
は賞品（→ P118-119）を用意しても、も
りあがります。

体育館などに集まって行います。○か×で答える
クイズをつくり、会場を○と×のエリアで区切りま
す。クイズを出し、参加する人に正解だと思うエリ
アに移

い

動
どう

してもらいます。不正解の人はエリアの外
に出てもらい、全問正解の人が最後まで残るルール
にしても楽しむことができます。

クロスワードパズルをやってみよう

クイズ集会をやってみよう

子どもの歯は20本、

大人の歯は30本である！

○か×か！

❶�答えのことばを決める。（例「けんこう」）
❷�「け」「ん」「こ」「う」の入っていること
ばをそれぞれ探

さが

す。
❸�❷で探したことばの説明文を考えて、ク
イズの問題にする。
❹�ことばの文字数に合わせて、縦

たて

書
が

きのマ
スをつくる。

つくり方

クロスワードパズル

A

B

C

D

こたえ

②

①～④のクイズの答えを、縦書きでマスに入れていこう。

①学校でけがをしたり、具合が悪いときに行くところ。

②ウイルスや細菌が人に移ること。

③耳の中にある、音を聴く器官。

④ウイルスや細菌をたおすため、外から帰ってきたらやること。「手洗い・うがい」
①

　

③

④

クロスワードパズル

A

B

C

D

こたえ

②

①～④のクイズの答えを、縦書きでマスに入れていこう。

①学校でけがをしたり、具合が悪いときに行くところ。

②ウイルスや細菌が人に移ること。

③耳の中にある、音を聴く器官。

④ウイルスや細菌をたおすため、外から帰ってきたらやること。「手洗い・うがい」
①

　

③

④

①～④のクイズの答えを、縦書きでマスに入れていこう。

①学校でけがをしたり、具合が悪いときに行くところ。

②ウイルスや細
さい

菌
きん

が人にうつること。

③耳のなかにある、振
しん

動
ど う

を伝える器官。

④ウイルスや細菌をたおすため、外から帰ってきたらや

ること。「手
て

洗
あら

い・○○○」

周りの人と話し合えば、

知
ち

識
しき

を広めることが

できるよ！

テープで
場所を区切る。

A
B

C
D
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● 掲
け い

示
じ

物
ぶ つ

・配
は い

布
ふ

物
ぶ つ

づくりに役立てよう ●
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型
紙

のりで
はりつける

か ん き ち ゅ う

き ょ う り ょ く


